
第３部
日本学生支援機構（JASSO）
予約奨学金の申し込み方法に

ついて



この冊子が申し込みに必要ですの
で、この冊子について説明してい
きます。



ページをめくりながら、注意点を
説明します。生徒本人だけで来て
いる人も、できるだけメモを取っ
て、後で見たときにわかるように
してください。



申し込みは３ステップ

①スカラネット入力(マイナンバー入力も)

② 奨学金確認書兼地方税同意書の提出

(郵便局へ行く[簡易書留])

③機構へ必要書類の提出(対象者のみ)



実際の申し込みの機会は、3回ありますが、

原則、全員第１回で申し込んでください。

第１回の締め切りは下記の通りです。

P.４

５

申込みのてびきP.4を開いてください。

学校での入力5/18(月)～5/20(水)

２９



申し込みは３ステップ

①スカラネット入力

②同意書の送付(郵便局へ行く[簡易書留])

③機構へ必要書類の提出



スカラネットとは

日本学生支援機構（JASSO）のホームページにあ
る予約奨学金申し込みのシステムのこと。

学校のLAN教室で３クラスずつに分かれて入力の
機会を設けますが、スマホや自宅のPCなどでも入
力可能です。まずは自分でやってみてください。

次のスライドからスカラネット入力をするための
下書きの説明をします。



２ ６ ３ ２ ７ ９ ０ ０

６ ｐ u i w 9 g x

申込ID：自分の「奨学金確認書兼地方税同意書」を見て
書き写してください。

入力や問い合わせに必要なので必ず記入！（全員異なる）

福泉高校の番号はこれです。（全員同じ）
※アルファベットはすべて小文字

P.４



２ ６ ３ ２ ７ ９ ０ ０

６ ｐ u i w 9 g x

申込ID：自分の「奨学金確認書兼地方税同意書」を見て
書き写してください。

入力や問い合わせに必要なので必ず記入！（全員異なる）

福泉高校の番号はこれです。（全員同じ）
※アルファベットはすべて小文字

P.４



スカラネット入力が完了すると、受付番号が表示されます
ので、画面を印刷したり、スクリーンショットをとるなど
して、必ず控えておいてください。

P.４

マイナンバー提出完了日より
１週間以内



メールアドレスの設定が必要になります。yahooメールやGメール
などで構いませんが、連絡が取れるアドレスにしてください。

P.５

１．【重要】メールアドレスとメールアプリ等の準備
(１)メールアドレスの準備
Gメールかyahooメールなどをご用意ください。
auやsoftbankでも大丈夫です。

(２)メールアプリやメールソフトの準備

jsas@ses.jasso.go.jpからのメールを

受信できるようにしてください。



この後のP.７～P.28は、
左のページが下書き用、
右のページがスカラネット入力
の実際の画面になります。
左のページに入力事項を下書き
しておき、パソコンまたはスマ
ホで、下書き通りに入力してい
きます。
入力には時間制限があるので、
必ず下書きしておいてください。

P.６



申込者（生徒本人）の性、名を記入します。
生年月日は西暦で記入してください。
外国籍の方は注意事項をよく読んでご記入ください。 P.７



国籍が日本国なら、
それ以外は記入の必要なし。
外国籍の場合は、
在留資格等を記入して
ください。

P.９



P.11

固定電話がない場合は、

保護者の携帯番号でもOK
生徒本人の携帯番号

大阪府立福泉高等学校

全日制

普通

3 （ ） （ ）

3２０２７



大阪府育英会の奨学金などを
受けていても全員「いいえ」

P.11



貸与奨学金案内(青）
をよく読み、１～３
のうちから1つ選んで
ください。よくわか
らない場合、３を選
択してください。
給付奨学金を希望さ
れる方は、２か３に
しておかないと、貸
与奨学金が実質的に
借りられない場合が
あります。

給付奨学金、貸与奨学金の両方を希望することもできます。

第一種奨学金
月額最高54,000円
（私大自宅の場合）

第二種奨学金
月額最高120,000円

この項目は申し込み後の変更・修正
はできませんのでご注意ください。

P.13

併用貸与＞第一種＞第二種の順
に採用基準が厳しくなります

給付奨学金と授業料等減免は
一緒に申し込みます。

多子世帯支援による授業料減免のみ
の申し込みを希望する場合も「希望
します」を選択してください。



P.15

貸与奨学金案内（青）P.12と返還例
P.29（早わかりガイドP.9とP.11）を
参考に無理なく返済できる額を考えて
最高月額（私学自宅）54,000円に

するかどうかを決める

貸与奨学金案内（青）P.18
（早わかりガイドP.10）
を参考に返還方式を選択



返還方式について [ 貸与奨学金案内（青）P.17参照
 奨学金早わかりガイドP.11参照 ]

【所得連動返還方式】
所得に応じた月額で返還

年収３００万円 → 月額約 ８，６００円

年収４５０万円 → 月額約１５，４００円

★所得が高くない時でも無理のない月額で返還が可能

※所得連動返還方式を選択すると第一種奨学金の保証は機関保証となる

【定額返還方式】
借りた総額に応じた月額で返還

５万円を４年間(２４０万円)借りた場合 → 月額約１３，３３３円

（１５年間）

★最後まで同じ月額で返還するので、返還の計画が立てやすい

P.17(青)



貸与奨学金案内（青）P.17
を参考に返還方式を選択

P.15

貸与奨学金案内（青）P.12とP.29
早わかりガイドP.9とP.11の返還例
を参考に無理なく返済できる額を考
えて最高月額（私学自宅）54,000円

にするかどうかを決める

貸与奨学金案内（青）P.13~15を参考に保証制度を選択
所得連動返還方式を選択した場合は機関保証になります



保証制度について [貸与奨学金案内（青）P.13～15,30～33
早わかりガイド P.10 参照]

【機関保証】
保証機関に保証を依頼し、連帯保証を受ける制度。一定

の保証料の支払いが必要になり、毎月の奨学金の貸与額

から保証料を差し引いた金額が振り込まれるしくみ

【人的保証】
条件に合う連帯保証人（父母等）と保証人（おじ・おば

等）になってもらう制度



貸与奨学金案内（青）P.17
を参考に返還方式を選択

P.15

貸与奨学金案内（青）P.12とP.29
早わかりガイドP.9とP.11の返還例
を参考に無理なく返済できる額を考
えて最高月額（私学自宅）54,000円

にするかどうかを決める

貸与奨学金案内（青）P.13~15を参考に保証制度を選択
所得連動返還方式を選択した場合は機関保証になります



貸与奨学金案内（青）P.13～15
早わかりガイドP.10を参考に

保証制度を選択

進学後、この表のすべての項目は変更可能です。P.15

貸与奨学金案内（青）P5.とP.29の返還例
早わかりガイドのP.8と11を参考に無理な

く返済できる額を設定

貸与奨学金案内（青）P.16
早わかりガイドP.12を参考
に利率の算定方式を選択



利率の算定方法について [ 貸与奨学金案内（青）P.17
 早わかりガイド P.12 参照]

【利率固定方式】
貸与終了時に決定した返還利率が返還完了まで適用

将来、市場金利が変動した場合も返還利率は変わらない

※令和８年３月に貸与終了した人で年２．４２３％

【利率見直し方式】
貸与終了時に決定した返還利率を、おおむね５年ごとに見直し

将来、市場金利が変動した場合は、それに伴い返還利率も変わる

※令和８年１月に貸与終了した人で年１．６００％



P.15

スカラネット入力の際に最もつまずくことが多
いページですので、必ずご家庭で決めて下書き
をしておいてください。

P.13「高等教育の修学支援新制度（給付
奨学金）」のみ【希望します】に を
入れた人は、とばしてください。



ここからは世帯
（同じ人の収入で生
活している家族）
の状況について記入
していきます。

P.17



P.19

・同一生計（＝生計維持者が
同じ）である家族を記入し分
類します。

P.19上の説明もよく読ん
で記入してください。

・「生計維持者」については、
P.21,22 を参照してください。
専業主婦などで、収入がな

くても父母であれば「生計維
持者」になるので、すでに○
が書かれています。



P.23

生計維持者が１名になる場合は、
P.29でその理由についてチェックを
入れていただきます。(のちほど説明)

入力の際に、
父・母の名前の
漢字の変換ミス、
生年月日の入力
ミスに注意して
ください。



P.25

2025年12月31日時点で、扶養に入ってい
る人の数をチェックする項目です。

※2026年1月1日以降に出生した赤ちゃん
は対象外のため、進学後申請してください。

※2026年４月に就職して独立した兄弟も、
2025年12月31日時点で生計維持者の扶養
に入っていた場合は入力の対象です。

P.25 下の説明もよく読んで記入してください。
給付奨学金案内（緑）P.８参照



P.27



P.27

スカラネット入力する時点での資産合計額です。
給付奨学金や授業料等減免を申請する人が、
5000万円未満の合計資産額であるかどうかを

確認するための欄です。

大まかな貯金額を記入



生計維持者は基本父母
２名ですが、左にあるよ
うな理由がある場合に
１名として申告できます
のでチェックを入れてく
ださい。

P.29



P.29

①②の両方とも該当する人は「希望します」に
チェックができます。

①マイナンバーカードを持っている
②さらに公金受取口座も登録し終えている



入力期限
5/29(金)

以降の申し込みもあり
ますが、申し込みが遅
いと決定通知も遅くな
りますので、原則、こ
の日までに入力を終え
てください

入力前に下書きを完璧に！

P.31

P.31～P.39は
スカラネット
入力について
の説明です



学校でのスカラネット
入力は、
5/18(月)～5/20(水)に
クラスごとにLAN教室
にて実施予定です。
指定の日に入力できな
かった場合、各自でス
マホや自宅のPC等で
入力してもらうことに
なります。
できそうな方は最初か
ら自分でやってもらっ
ても構いません。

P.31



P.32

P.32～スカラネットのログイン
方法について書かれています。



入力完了 → 受付番号を
記入（スマホ入力の場合、
スクリーンショットをして
ずっと保存しておくこと）
※申し込み内容についても
すべて印刷するか、スク
リーンショット等で保存し
ておいてください。こちら
では確認できない項目もあ
ります。

P.35



P.36

入力終了後

「メインメニュー」画面に移
ると、画面の左下に「個人番
号(マイナンバー)の提出等」
のボタンが押せるようになり
ます。



P.36

原則「提出できます」を選択してく
ださい。

※「提出できません」を選択した場
合は、別途証明書類の提出が必要に
なります。



住民票に記載された住所を
入力します

P.37



マイナンバー入力に必要

１．生徒本人の番号
２．生計維持者①の番号
３．生計維持者②の番号

※必ず生計維持者の許可を
得た上で、生徒が入力して
ください。

P.37



入力内容の確認
↓
送信

＊「提出済」になったこと
を確認してください

P.38



P.40～P.50までは提出に必
要な書類についての説明にな
ります。
申込内容や、ご家庭の状況に
より提出書類がそれぞれ異な
りますので、よく読んで必要
書類をご準備ください。

P.44



申し込みは３ステップ

①スカラネット入力

②同意書の送付(郵便局へ行く[簡易書留])

③機構へ必要書類の提出



次に「同意書」について説明します。

「奨学金確認書 兼 地方税情報の取り扱いに関する

同意書 兼 個人信用情報の取り扱いに関する同意書」

をご確認ください。

①上記の「同意書」

②【重要】「奨学金確認書 兼 地方税同意書の提出方法」

③「提出用封筒」（青）



〇の欄は奨学生

(生徒)本人の自筆が必要
です。

身元確認書類は
生徒の顔写真付きの
・生徒手帳
・免許証
等のコピーでOKです。



この下の記入欄は本人・生計維持

者①、②（父・母など）が

各自、自分で署名してください。

※同一の筆跡で提出すると訂正を

求められ、決定が遅れます。

記入が終わったら、
①コピーをとる
②写真を撮る
をしておいてください。



確認後、郵便局の
窓口へ（ポスト投函×）
※ただし、スカラネット
入力後、１週間以内！

必ず確認！

この手続きを完了しているか
は学校では把握できません。
この手続きをしておらず、不
採用になっているケースがあ
りますのでご注意ください。



申し込みは３ステップ

①スカラネット入力

②同意書の送付(郵便局へ行く[簡易書留])の送付

③機構へ必要書類の提出
・マイナンバーカードをまだ発行していない

・施設から通っている

・外国籍である



①スカラネット入力

②同意書の送付(郵便局へ行く[簡易書留])

③機構へ必要書類の提出（対象者のみ）

この３ステップを完了すれば、１０月以降
に採用結果が学校まで届きます。採用結果
が届き次第、今後の手続きについて生徒さ
ん本人に説明会をいたします。



これで本日の説明は以上です。

ご不明な点があれば、この後残っていた
だいてご質問ください。

本日はお疲れ様でした。



問い合わせ先

○ 福泉高校 奨学金係 青木

進路指導室 ０７２－２９９－９５１５

○ 日本学生支援機構奨学金相談センター

（ナビダイヤル）０５７０－６６６－３０１

○ マイナンバー提出専用コールセンター

（ナビダイヤル）０５７０－００１－３２０
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